






はじめに
ひとくちに「エアーブラシ」といっても、それが技法のことを指し
たり、機材のことを指したりとさまざまですが、その基本的なこと
をご紹介するのが本書です。 
いわゆるハンドピースと呼ばれる機材の構造ごと、また価格ごとの
性能の違いはもちろんのこと、自分が造りたい模型に最適なコンプ
レッサーや実際に塗る際に塗料はどのくらいに薄めればいいか、日
常のメンテナンスについてなど、項目別にレクチャーいたします。

これからエアーブラシを買いそろえたいという人にも、もう持って
いるという人にも、お役立ていただきたい 1 冊です。

本書は2015年に発売された
『エアブラシ大攻略2015年改訂版』を改訂したものです

中上育実
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　エアーブラシ塗装を行なうにあたって、何はな
くとも必要なのがハンドピースです。エアーブラ
シという言葉は技法そのものを呼ぶこともあれ
ば、エアーブラシ技法に必要なシステム全体をさ
す場合、あるいはまた塗料を吹くために使用する
手持ち部分の器具を表す場合もありますが、本書
では混乱を避けるためエアーブラシは技法を、使
用する手持ち器具はハンドピースと呼び分け、エ
アーブラシに必要な道具全体はエアーブラシ・シ
ステムと表記するようにしました。
　さてそこで、エアーブラシには必須のハンド
ピースについてまず知っておきましょう。ハンド
ピースは有り体に言ってしまえば一種の霧吹きで
す。ただ単なる霧吹きでは、大まかな作業しかで
きませんから、細密な作業にも適するように改質・
発展して今日のようなものとして完成しました。

工業用として大きなものを塗装するために使用す
るスプレーガンと呼ばれる工具がありますが、エ
アーブラシ用ハンドピースはそれをもっとデリ
ケートな作業向けにしたものといえます。工業用
スプレーガンとエアーブラシ用ハンドピースは、
吹き付けに使用するエア（またはガス）の圧力で
区別することもあります。
　模型用に販売されているハンドピースは主とし
て絵画などに用いられているものと同等であり、
そのようなニーズに対応するよう発展してきまし
た（もともとは必ずしも絵画のツールとして使用
されていたわけではありませんが）。ですから、
よりタッチを生かした描法に対応でき、繊細な表
現が可能なように、直径 10㎜ほどのわずか 20㎝
足らずの金属棒の内部には、かなり精度の高い加
工技術で作られた、構造こそ単純ですが“精密”

な部品が詰まっています。したがって、取り扱い
はそれなりの注意が必要となります。
　下の構造図は、GSIクレオスの上位機種「PS270 
プロコン BOY FWA プラチナ」というハンドピー
スをモデルにして、内部構造を模式的に表示した
ものです。PS270 はダブルアクションタイプで
ノズル口径は 0.2㎜、模型用としては細密塗装向
きの機種です。
　図はあくまでも模式的なものですから、PS270 
の正確な内部構造を表したものとはいえません
が、模型用に使用されるハンドピースの基本構造
を知るうえで役に立つよう掲載してみました。
　なお各部の名称は、基本的に GSI クレオスの
説明書に準じ、補足的に編集部で追加しています。
他社商品では別呼称となっている場合もあります
からその点はあらかじめご承知置きください。

エアーブラシの基本構造
■ハンドピースの中はどうなっているのだろう？

■左はダブルアクション式ハンドピー
スの構造の模式図です。メーカーに
よって差異はありますがおおむね基本
的な中身はこのようになっています。
また軸キャップは任意でニードルの後
退距離を制限するニードルストッパー
が装備されない機種もありますが、最
近の模型用として販売されているもの
はたいていの場合、ニードルストッ
パー付きが一般的なようです

■ダブルアクション・ハンドピースの基本構造と各部名称
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1　ニードルキャップ（クラウンタイプ）：
　ニードル先端を保護するもの。通常は切れ込みの入ってい
ないものが多いが、細密作業にはクラウンタイプが最適
2　塗料ノズル：
　塗料とエアーの混合気の噴出を絞り込み流速を速める
3　ノズルキャップ：
　塗料ノズルを保護するもの
4　ニードル：
　塗料とエアーの混合気の噴出流量を調節する
5　ニードルパッキン／テフロン付き止ネジ：
　塗料がハンドピース本体内部に逆流するのを防ぐ
6　押しボタン：
　エアーと塗料の噴出をコントロールする。ダブルアクショ
ンの場合、ボタンを押し込むとエアーが出、そのまま後ろに
倒すと塗料が噴出する
7　ボタン押し：
　押しボタンを開始位置に押し戻すための部品。ニードルス
プリングを兼用して動作する
8　ニードルチャック：
　ニードルを押しボタンの動きに合わせて動作するように連

絡する部品
9　ニードルチャックネジ：
　ニードルをニードルチャックに固定するためのネジ
�　ニードルスプリング：
　ニードルを復位させるためのバネ
�　ニードルスプリングケース：
　ニードルスプリングを内蔵するケースだが、ニードルの前
後動を支持する役割を持つ
�　ピストンパッキン：
　押しボタンの下端に連結されたピストン部からエアーの漏
れがないようにするためのパッキン
�　バルブスリーブ（Oリング付き）：
　エアーバルブの動作を支持する
�　エアーバルブ（Oリング付き）：
　供給源から送られたエアーの流出、遮断を行なう
�　バルブスプリング：
　エアーバルブを遮断位置に復位させる
�　バルブガイドネジ：
　バルブユニットを押さえる
�　ニードルストッパー（Oリング付き）：

　ニードルの後退距離を制限する
�　軸キャップ：
　ニードルチャックとニードル後端を保護する
�　塗料カップふた：
　溶剤の揮発や作業中の塗料こぼれを防ぐために使用
�　塗料カップ
�　エアーアジャストネジ：
　バルブから送られた空気を一旦気室内に滞留させ、アジャ
ストネジ先端の弁の位置によってノズルに流れるエアーの流
量を微調整する。比較的新しく（ここ10年ぐらい）装備され
た機構だが、最近では普及機種にも多く導入されている
�　ハンドピース本体
�　塗料
�　エアー流路
�　エアーホースジョイント：
　例にあげた機種では、本体の接続ネジは1/8であるため、
規格の異なるホースに取り付ける場合には、このようなアダ
プターが必要になる。写真のものは1/8 - PS用エアーホー
スジョイント
�　ヘッド
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　エアーブラシ塗装に必要なものは、まずハンド
ピース、そしてエアーの供給源、この両者をつな
ぐホース、以上の 3 点が基本的なものになります。
さらに塗装作業の利便性や、よりよい塗装が行な
えるようにさまざまな周辺器具が商品化されてい
ますが、上記 3 点があれば色は塗れるのです。

　最近ではハンドピース、コンプレッサーおよび
周辺器材をワンセットにしたものも多く発売され
ていますし、比較的容易に購入可能な価格帯のも
のもあり、模型用のエアーブラシシステムを販売
するメーカーも多数存在しますから、購入環境は
充分整っているといえます。

　とくにエアーの供給源であるコンプレッサーは
ハンドピース以上に価格帯の幅が広く、廉価なも
のから超高級な機種までが揃っており、一昔前の
ようにコンプレッサーの代替としてエアーボンベ
を使用するという必然性は小さくなっているかも
しれません。

エアーブラシの基本構造 エアーブラシシステムの基本構成
■塗料を吹くには何が必要なのだろうか？

　コンプレッサー単体で 10 万円近い価格
だった時代は過去のこと（もちろん現在でも
高級機種では高価なものはいくらでもあるの
ですが）になりました。昔は心臓部であるモー
ターの持続耐久性、小型化、作動時の静粛性、
空気供給の不連続（いわゆるパルス）の緩和
といった細密作業向けニーズに応えるシステ
ムが低価格で提供できないということが高価
格の原因でした。
　現在ではエアー吐出のメカニズムやモー
ターの性能向上、特定の用途に対応しうる出
力に限定したコンプレッサーの商品化などに
よって、個人的に模型を製作するような頻度
であればおよそ一生もの、半恒久的に（連続
使用という意味ではなくて）使用できる小型
の高性能コンプレッサーが容易に、しかも安
価で購入できるようになりました。
　なにが最適か？　という点についてはやは
り、使用環境と使用頻度が基準になります

　コンプレッサーがとてつもなく高価で、ものすご
く重く持ち運びなどおいそれとできなかった時代、
手軽なエアー供給源として多用されたのがボンベで
した。当時は「フロン（クロロフルハロカーボン）」
に対する規制はなく、不燃性の便利なガスとして広
く使われ、エアーブラシ作業の必需品でもありまし
た。しかし、CFC がオゾン層を破壊する原因物質
であると特定されて以来、使用には厳密な規制が設
けられるようになっています。この結果、缶スプレー
にも使用されていた「フロン」ガスは使われなくな
り、代替ガスとして DME（ジメチルエーテル）が
用いられるようになりました。エアーブラシ用のボ
ンベも主としてDMEに転換し、それは現在もかわっ
ていません。環境への影響が少ない「フロン」を使
用したエアーボンベもありますが、高価でかつ“温
室効果ガス”であることにかわりはないのです。
DME については可燃性であるため、使用時には火
気に充分な注意が必要です。
　また、これは「フロン」のときからそうでしたが、
液体でボンベ内に圧縮保存されている物質が噴出に
際して、気化するために周囲の熱を奪い、連続使用
によって噴出ガスの圧力が低下するという現象が起
きます。缶スプレーでも同様ですが、このエアー圧
の不安定は、エアーブラシ作業には大きな弊害と
なっていました。過去、高価なためコンプレッサー
購入になかなか踏み切れなかった時代は、それでも
複数のボンベを交互に付け替え付け替えしながら塗
装したものです。
　たしかに、ポータブルで軽量という利便性のある
エアーボンベは、完全になくなると困るアイテムで
はありますが、模型製作という観点からすると、数
万円のコンプレッサーが購入でき、バッテリーで作
動するポータブルタイプまで商品として存在する現
在は、あえてボンベを使用する必然性はないかもし
れません。コンプレッサーの連続使用性能になれて
しまうと、ボンベを用いること自体が非常に技術を
要するものとなっていることも事実なのです

　塗料を空気の流れによって霧状にし、吹き付ける役割を果
たす器具がハンドピースです。模型用として市販されている
ものの多くは、もともと絵画、美術用に開発されたものの転用、
応用ですが、用途によってさまざまなバリエーションが存在
しています。左ページの構造図でもわかるように、器具とし
てはきわめて単純なものですが、それぞれの部品の加工精度
や耐久性（耐腐食、耐摩耗、耐薬品性）などの違いから、価
格に大きな差が生じているようです。
　購入する場合、予算（初期投資）をどの当たりに設定する
かで条件はさまざまですが、いわゆる模型塗装用の汎用機種
としてメーカーや販売店が推奨しているものの中で、（同じ口
径のものであれば）上位のものを選べば間違いはありません。
逆に、販売店の人がそこまでのものを買う必要はないという
アドバイスをくれたならそれに従うのが最上の策といえます

　エアーの供給源であるコンプレッサー（またはエアーボン
ベ）とハンドピースをつなぐホースは、写真のような樹脂性
のものが一般的ですが、以前はゴム管に布を被覆したものが
通常でした。後者のものは本来、模型用で常用するエアー圧
よりもはるかに高い領域での作業に使用されていたものの転
用であったため、作業の細かな動きに対し抵抗が大きすぎ使
いづらいものだったのです。模型用あるいは細密作業向きな
エアー圧では、合成樹脂製のほうがはるかに取り回し性がよ
く、一般的に流通しているものは（使用するコンプレッサー
の性能にも左右されるが）たいていが樹脂製となっています。
　形状はストレートとコイル状のスパイラルがあるが、これ
らは使用環境によって選びましょう。なお、ホースとハンド
ピース等はメーカーによってジョイント金具の規格が異なる
場合があるので注意が必要です

●エアーを供給する源
がないとハンドピース
は使えない

●もうひとつのエアー供給
源、エアーボンベは模型
製作に必要なのだろうか？

●エアーブラシの本体ハンドピース

●ハンドピースとコンプレッ
サーだけでは使えない

■エアーブラシに必要な最低限の要素は以下の3点
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　エアーブラシ用ハンドピースは、ノズルとニー
ドルの隙間からエアの圧力で塗料を霧状にして吹
き出す仕組みになっていますが（ニードルがない
吸い上げボトル式エアーブラシについては後述）、
用途によっていろいろなノズルの口径のものがあ
ります。市販されている模型／絵画／ネイルアー
ト用の小型ハンドピースは0.1㎜〜 0.5㎜径のも
のがほとんどですが、それらにはどのような違い
があるのでしょうか。
　一般的にノズルの口径が大きいものは、たくさ
んの塗料をいっぺんに吹き出すことができるので
広い面積の塗装に向き、逆に口径が小さいものは
より細吹きに適しています。
　0.2㎜以下の口径のハンドピースは、細吹きや
グラデーション塗装などの表現に優れ、噴出する
塗料の量の繊細なコントロールが可能。あまり広
い範囲の塗装には向きませんが、30㎝大の模型
の塗装であれば実用上不便ということはほとんど

　エアーブラシは、塗装面にあまり近づ
けると塗装面に当たったエアーが吹き返
して塗料のミストが乱流でうまく飛ばな
くなります。また、円筒状のニードル
キャップのハンドピースを塗装面にあま
り近づけすぎると、ベンチュリー効果の
負圧でノズルが塗装面に吸い付くことも
あるのです。そこで、近接塗装時にエアー
を横に逃がす目的で採用されているのが
先割れの「王冠型」キャップ。メーカー
によっては、ニードルキャップの側面に

穴をあけている仕様のものもあります。
　ニードルキャップはニードル先端を保
護する目的もありますが、塗料のミスト
が一定範囲にきれいに集まるようについ
ているものです。したがってキャップの
変形は塗装に悪影響をもたらします。王
冠型、穴あきキャップは洗浄時のいわゆ
る「うがい」がしづらくなりますが、そ
の場合はペーパータオルなどで先端を
包むように押さえたり、標準型ニードル
キャップに替えて洗うと良いでしょう。

ないでしょう。器具としての精度が高く、繊細な
塗装を求める上級者向きモデルが多いので、値段
の張るモデルがほとんどです。
　0.5㎜以上の口径のものは、1/32のジェット機
モデルのような大型模型を塗装するときには重宝
します。また、口径が大きいモデルはより濃度の
高い塗料を吹き付けることもできるので、「カー
モデルでツヤを出して塗装したいが、塗料がタレ
る」というようなときに使うと、濃いめの塗料で
タレずに一気に塗装することができたりもしま
す。広範囲を塗るときの便を考えてトリガータイ
プのものが多いのも特徴です。
　初心者の方は、まずは0.3㎜径のものを選ぶと
無難でしょう。30㎝大くらいまでの模型を均一
な塗面に塗装するのであれば、それ1本でまった
く問題はありません。グラデーション塗装など、
さらに繊細なテクニックを求めるなら他の口径の
モデルを検討するとよいでしょう。

0.2
mm以下

細吹きによる迷彩塗装や
グラデーション塗装で威力を発揮

0.3
mm

模型一般に向くオールラウンダー
細吹きはやや苦手か？

0.5
mm以上

大型模型の塗装や
濃いめの塗料でのツヤ出しが得意

➡

ハンドピースの口径

◀ニードル式のハンドピース
はノズルキャップをはずすと、
塗料ノズルとニードルが露出
する。この部分はエアーブラ
シの心臓部とも言えるところ
なので、掃除などをする際は、
ぶつけて形状を崩したりする
ことのないよう気を付けたい。
また、ノズルキャップを戻す
ときにはニードルを曲げない
ように要注意だ。ほとんどの
エアーブラシはメンテナンス
用にノズル部分をネジって外
すことが可能だが、なかには
ノズルを交換できるようにな
っていて、１本でいくつかの
口径を使い分けることができ
るモデルもある

▲上の表はごく大雑把に口径と対応す
る模型の用途を表したもの。一般に
0.3㎜は模型塗装用としてもっとも汎
用性の高い口径として推奨されている。
実際問題として、物理的な限界はあっ
てもエアー圧の調整とボタンのコント
ロール（ニードルの後退距離の制限）、
塗料の薄め方を上手に調整すれば、か
なり細い線や斑点なども表現可能だし、
それなりの面積がある部分に対しても
対応できる。

　口径による適正は、ニードルの後退
距離が大きいほどノズルの開放断面積
は大きくなり、その結果として噴霧さ
れる塗料の量は増えるが、ノズルの口
径が小さいと噴霧される塗料はあらか
じめ限定されるため、口径のちいさい
ものほど、一度に出る塗料は少ないこ
とが影響する。ただ、適正なエアー圧
で利用しない限り0.2㎜本来の性能を
発揮させることはできないし、大口径
の場合も同様であることは注意しよう

こ
こ
の
穴
の
内
径
を

「
口
径
」
と
い
い
ま
す

●プラモデル製作用なら汎用性の高い口径0.3㎜がスタンダード

▲王冠型ニードルキャップ ▲標準型ニードルキャップ

●ニードルを後退させることで塗料を噴霧する

●ハンドピースの口径によって用途も違う●「王冠型」のニードルキャップはなんのためにある？

塗料

エアー流路

■「口径」はなにを基準に選べばいいのか？

◀流水にヒモなどを近づける
と流水によって生まれた負圧
によりヒモが吸い付けられる
が、それと同じ原理で塗料を
吹き出しているのがエアーブ
ラシ。エアーをせまいノズル
から吹き出すことで強い負圧
を発生し、それによって塗料
を吹き出している。キャップ
先端をふさいだり、ノズルキ
ャップをゆるめると負圧が発
生しなくなり、エアが塗料カ
ップ側に流れることで、いわ
ゆる「うがい」ができるよう
な構造になっている
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　ハンドピースは同じ口径でも高価なものから
安価なものまでいろいろと市販されています
が、価格によって大きく変わるのがノズルと
ニードルなど、内部部品と構造の精度です。
　安価なモデルでも一見塗料はきれいに吹き出
しているように見えますが、よく観察してみる
と塗料のミストがきれいな円錐台状に吹き出さ
れず微妙に斜め方向に吹き出していたり、均一
な粒のミストにならず、大きめの飛沫が噴き出
してそれが塗装面にボツボツを作ってしまうこ
とがあります。高価なモデルでは同モデル間で
の当たり外れも少なく、安定して均一な塗装面、
きれいなボケ足に塗れます。

　ハンドピースを外観的に特徴付けるものとして、
カップの形状とその取り付け方式があります。い
ずれも用途に応じて考えられたもので、さまざま
な使用状況に対応すべく工夫されたものといえま
す。模型製作に使用することを考えた場合、ハン
ドピース1本で汎用することが多くなるのですが、
それでも要求する条件で、どの形状のカップが良
いかということは、おのずと変わってきます。
　広い面積に対する塗装もフォローできれば……
と考えた場合は、必要に応じてカップの容量が変

更できる上方脱着式が良いでしょう。また使用後
の清掃など、メンテナンスがいちばんやりやすい
のはイモ付け式です。
　GSIクレオスの懸垂（吸い上げ）式はメンテナン
スがいささか面倒なものの、同社が発売している溶
剤系アクリル樹脂塗料のボトルがそのまま、ハンド
ピースのボトルとして共用できるというところが魅
力のひとつでしたが、現在は販売を終了しています。
　模型用として発売されているハンドピースでは
横付け方式はあまり見かけなくなりました。これ

は脱着が手間なのと、注意を怠ると接合部からの
塗料漏れが起きるなどのワナがあります。しかし、
塗装作業の条件によってボトルの角度を任意で固
定できるという長所もあるのです。
　いずれにしても、ボトルというのは口径に比べ
て付随的な条件になりますから、ハンドピース選
びでは重要度が低くなりかねませんが、自分の作
る中心となる模型のジャンルも考え合わせて選択
条件のなかに組み入れておいたほうが後々良いと
思われます。

ハンドピースの口径 塗料カップのバリエーション

●同じ口径なのにとても高価なハンドピースとぐっと安価なハンドピースでは
性能的にいったい何が違うというの？

▲アネスト岩田製エアーブラシのフラ
ッグシップモデル、CM-CP2（オープ
ン価格）。先代のCM-CPは数多くの有
名モデラーに使用された名機だったが、
さらに霧化空気経路を見直し、塗料の

微粒子化を向上させたCM-CP2へと生
まれ変わった。オシボタンの形状変更
等、こまやかな改良が施されてより扱
いやすく、驚くほどなめらかな吹き心
地を体感できる機種となっている

▲高級モデルのニードルは、テーパー
が一様ではなく、先端側に向かうにつ
れ絞り込むように加工されている。こ
れは塗料を吹き出す隙間を、はじめは
急に広がり、やがて緩やかに広がるよ
うにすることで、吹きはじめがスムー
ズになるように調整されているのだ。
この加工精度が価格に反映されている

▲この方式はかつてオリンポス系のハンドピース
で模型用に転用されたものに多く採用されてい
た。容量の異なるカップを付け替えることが可能
で、水性の塗料（絵の具）を用いる場合は洗浄
が比較的容易。また作業の状況に応じて、ハン
ドピース本体に対しカップの角度が任意に選択で
きるため、絵画用としては広く普及している方式。
ただ塗料がカップ内で固まってしまうとクランク
になった部分の洗浄、清掃が面倒

▲現行の模型用ハンドピースで標準的な仕様と
なっているものがこれ。もともとは水平面への
ペインティングを前提にデザインされ、ハンド
ピース先端を45度ぐらいの角度で下に向けて
作業するように作られていた（下写真）。した
がって作業時の手の動きに制限が加わり、多用
途性に欠けるため改良され、現在のようなモデ
ルに落ち着いたようだ。この方式はカップ内の
清掃洗浄がもっとも容易である

▲塗料ボトルをカップの代わりに装着す
ることができ、濃度調整した塗料をボト
ルに入れておけばそのまま使用できると
いうのが最大の利点。ただ洗浄、清掃の
手間はカップ式のものより増える。（GSI
クレオスの吸い上げ式エアーブラシはす
べて販売終了）

▲ GSIクレオスの吸
い上げ式（PS296 
Mr. エアブラシ GM 
W4）。（販売終了品）

▲容量の異なるカップに付け替え可能で
使用塗料の分量に応じた対応ができる。
トリガー方式のハンドピースに多く採用
されている。写真はタミヤのものだが同
社製品は乳白半透明のポリ製カップ（下
写真）との互換性もあり、内容確認しな
がらの作業も可能。メンテナンスは比較
的容易だ

●横付け方式（着脱式） ●上方イモ付け式 ●上方着脱式 ●吸い上げ式

■「カップ」の違いは塗装に影響するのだろうか？
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　ハンドピースの選択で、口径の次に迷うのが「シ
ングルアクション」と「ダブルアクション」の違
いでしょう。模型製作で使われているようなハン
ドピースは、もともと写真修整や絵画用のもので
した。筆で描くのと同様に使えるよう、描線を自
由に太さやタッチの変えられるダブルアクション
機構ができあがりましたが、プラモデルを製作す
るとなるとちょっと事情が変わってきます。
　プラモデル製作では、迷彩塗装やグラデーショ
ン塗装を除くと、均一な塗膜面を得るためにエ
アーブラシを使う場合がほとんどなのではないで
しょうか？　均一に塗ることが本意の基本塗装で
は、塗りながら描線の太さを変える必要はありま

　ボタンが１方向のみに動き、ボタンの操作ではエアーのみを
コントロールするのがシングルアクション。
　ほとんどのモデルではニードルは独立して操作するように
なっていて、基本的には塗りながら塗料の噴霧量を調整するこ
とはできないようになっています（エアーブラシを持った手と
逆の手でつまみを操作すれば出来ないこともないが、あまり実
用的ではない）。構造は比較的簡略です。

せん。また、実際のところ、迷彩塗装やグラデー
ション塗装でも吹きながら描線の太さを変えなけ
ればならない場面にはあまり遭遇しません。ダブ
ルアクションモデルを使っているモデラーの方
も、普段はつまみ（ニードルストッパー）で調整
した引き代いっぱいで塗っていて、吹きながらこ
まかな塗料量の調整をしないことが多いのではな
いでしょうか。
　ダブルアクションは機構が比較的複雑になるた
め価格も相応に上がりますので、不必要と思われ
る機構を廃して作られたといえるシングルアク
ションのほうが一般的に安価です。また、ダブル
アクションには塗装中にボタンを引き続ける必要

があるので、長時間の塗装では指が疲れやすいと
いうデメリットもありますが、シングルアクショ
ンはボタンが押さえやすいので、プラモデルの基
本塗装のような長時間の塗装に向くと言えます。
　こう書くと、安くて疲れにくいシングルアク
ションがすばらしいように思えますが、シングル
アクションには大きな構造上の弱点があります。
それは、塗装をしていないときはニードルをノズ
ル閉位置まで戻しておかないと塗料がたれるとい
うところ。ちょっとしたことですが、これはけっ
こうなストレス。ここでは、総合的な使い勝手で
ダブルアクションをオススメしておきます。

シングルアクションか

▲シングルアクションのいちばんのデメリットは、作業を中断するたびに
ニードルを戻しておかないと塗料がたれてくること……

　ニードルの位置をプ
リセットしておき、塗
料の噴出量を決めてお
く必要がある

▲写真はGSIクレオス　PS265 プロコンBOY　SAe　口径0.3㎜　シングルアクションタイプ
内部構造はシンプルで、価格も控えめ。広い面積を均一に塗装する場合などにおすすめ

▲ボタンを押すとエアとともに定量の塗料が吹き出す仕組み。細吹き自体
はできるが、こまかいボケ足のコントロールはほぼできない

■シングルアクションとダブルアクションでは
どこがどう違っているのだろうか？

●シングルアクション

➡
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　ボタンを押すことでエアーを、うしろに引くことでニードル
の後退距離＝塗料の噴霧量を調整できるのがダブルアクショ
ン。指１本で同時にコントロールできるのが最大のメリットで、
慣れてくると吹き付けながら太さを変えることができます。
　ほとんどのモデルには、ニードルの最大引き幅を任意に制限
出来るつまみがついていますので、自分で調整した塗料噴出量
の範囲内で自由度の高い吹きつけ作業ができるのが特長。

シングルアクションか ダブルアクションか

▲徐々にボタンを引きながら塗っていくとこのように太さを変えていく
ことができる。指先を訓練すれば思いのままに描けるのだ

▲操作はトリガー（引き金）を引きしぼる
だけなので、アクションとしてはシングル
なのだが、機構的にはトリガーの動きにニ

ードルが連動し塗料の噴出量が調整される
のがトリガー式。エアーの流量は自動的に
最適の状態で放出されるようになっている

▲ニードルの引き代（後退距離＝塗料
の噴出量）はおしりのつまみ（ニード
ルストッパー）で調整する。あらかじ

め調整した範囲のなかなら、塗装中に
塗料の量を自由に変えることができる

▲押し具合と引き具合を無段階に組み
合わせることができるダブルアクショ
ン。ただボタンの押し込みについては、

途中位置で維持することは難しい。な
んにしてもなれるまでは指がちょっと
疲れるかも……

●ダブルアクション

➡

➡

▲写真はGSIクレオス　PS270 プロコンBOY　FWAプラチナ　口径0.2㎜ダブルアクションタイプ
押しボタンの後方に切れ込みがあるが、これがダブルアクションの外観上の違い

●じつはニードル式のトリガータイプも
内部構造的にはダブルアクションなのだ
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